
　

コ
ロ
ナ
禍
で
ま
ま
な
ら
ぬ
子
育
て

サ
ロ
ン
活
動
の
P
R
と
盛
上
げ
支
援

を
期
し
て
市
社
協
主
催
で
実
施
。
展

示
、
バ
ザ
ー
・
出
店
の
他
に
市
内
の

子
育
て
サ
ロ
ン
も
活
動
内
容
紹
介
・

体
験
コ
ー
ナ
ー
等
で
参
加
。

　

中
で
も
当
山
辺
サ
ロ
ン
は
得
意
の

企
画
力
を
発
揮
し
て
、
会
場
に
参
集

し
た
児
童
を
集
め
て
「
ベ
ビ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」（
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会
）
を
メ
イ

ン
メ
ニ
ュ
ー
に
参
加
し
た
。
お
遊
び

ゲ
ー
ム
感
覚
で
出
場
の
子
供
達
は
歓

声
上
げ
な
が
ら
頑
張
り
、
応
援
の
マ

マ
や
観
客
も
笑
顔
や
拍
手
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

　

山
辺
7
名
の
女
性
委
員
の
他
に
石

川
会
長
も
講
評
役
で
飛
入
り
す
る
等

楽
し
い
出
し
物
と
な
り
、
フ
ェ
ア
盛

り
上
げ
に
貢
献
で
き
た
。

　

5
月
に
続
い
て
11
月
4
日
、
第
2

回
の
会
議
実
施
。
開
催
促
進
支
援
と

補
助
金
支
給
。
全
30
名
の
出
席
。

　

本
年
前
半
状
況
は
、
前
年
度
よ
り
、

開
催
出
来
て
い
る
所
が
多
く
な
っ
て

お
り
回
復
傾
向
が
見
え
て
き
た
。

　

会
議
後
、
市
社
協
提
供
「
芸
能
人

に
よ
る
介
護
予
防
・
脳
ト
レ
お
笑
い

パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を
視
聴
し
た
。

　

上
原
チ
ョ
ー
さ
ん
。
真
岡
市
出
身
、

吉
本
興
業
所
属
・
あ
な
た
の
町
住
み

ま
す
芸
人
。
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
介
護

士
の
資
格
を
取
っ
て
放
課
後
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
で
働
き
な
が
ら
芸
人
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　

巧
み
な
話
術
と
「
ト
ゥ
ー
」
と
い

う
ギ
ャ
グ
を
交
え
て
脳
ト
レ
体
操
パ

ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
、
笑
い
溢

れ
る
会
場
と
な
っ
た
。

　

八
幡
銀
座
、八
幡
通
り
、足
紡
通
り
、

世
代
に
よ
っ
て
呼
び
名
が
変
わ
る
、

現
在
は
ヤ
オ
コ
ー
前
の
道
か
。

　

時
は
昭
和
、
丁
度
「
ち
び
ま
る
子
」

の
時
代
。
そ
の
小
学
生
の
目
で
見
た

50
年
前
の
「
通
り
」
の
思
い
出
。

　

冬
の
日
、
通
り
の
店
の
飾
り
が
秋

の
紅
葉
か
ら
白
や
ピ
ン
ク
の
繭
玉
に

な
っ
て
、
東
京
繊
維
の
正
門
に
竹
屋

の
お
じ
さ
ん
が
門
松
を
飾
っ
て
、
も

う
す
ぐ
お
正
月
。

　

さ
っ
き
通
っ
た
お
ば
さ
ん
は
パ
ー

マ
屋
の
帰
り
か
な
。
自
転
車
の
後
ろ

に
は
大
き
な
鮭
。
工
場
の
寄
宿
生
の

お
姉
さ
ん
達
、
化
粧
品
屋
さ
ん
の
前

で
は
し
ゃ
い
で
い
る
。

　

あ
、
焼
き
そ
ば
の
屋
台
が
来
た
。

手
の
中
の
10
円
玉
、
数
え
て
み
よ
う
。

　

足
利
市
民
福
祉
大
会
が
12
月
10
日
、

市
と
市
社
協
等
の
17
団
体
の
主
催
・

後
援
で
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
3
年
続
い
て
感
染
予
防

の
為
簡
素
化
し
、
功
労
表
彰
と
祝
辞

を
主
体
に
進
行
し
た
。

　

本
市
で
は
平
成
11
年
に
福
祉
都
市

宣
言
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
の
人
が
相

互
の
信
頼
と
連
帯
を
基
本
に
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
支
え
あ
え

る
福
祉
社
会
造
り
を
推
進
し
て
い
る
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
福
祉
社
会

実
現
の
取
組
み
に
参
加
し
、
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
本
年

の
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。

　

当
地
区
の
地
域
福
祉
功
労
受
賞
は

市
長
表
彰
3
名
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
2
名
が
受
賞
さ
れ
た
。

足
利
市
長
表
彰

[

地
域
福
祉
功
労]

　
　
　
　
　

小
堀
蒼
洋
氏
（
堀
込
町
）

　

地
域
福
祉
へ
の

貢
献
は
長
く
、
民

生
委
員
を
引
い
て

か
ら
も
理
事
と
し

て
活
動
継
続
、
現
在
も
監
査
役
と
し

て
後
輩
の
育
成
、
指
導
に
努
め
て
い

る
。

足
利
市
長
表
彰

[

地
域
福
祉
功
労]

　
　
　
　

吉
住
知
子
さ
ん
（
借
宿
町
）

　

老
人
給
食
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
18
年
、

運
営
委
員
と
し
て

会
の
円
満
な
運
営

に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
も
活
動
さ
れ
て
い
る
。

足
利
市
長
表
彰

[

地
域
福
祉
功
労]

　
　
　
　

高
瀬
雅
子
さ
ん
（
借
宿
町
）

　

地
区
社
協
理
事

と
し
て
17
年
、
事

務
局
、
子
育
て
サ

ロ
ン
、
機
関
紙
編

集
等
に
活
躍
、
現
在
会
計
係
も
担
当

し
て
地
区
社
協
の
中
核
と
し
て
活
動

中
。足

利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

[

地
域
福
祉
功
労]

　
　
　
　
　

小
暮　

保
氏
（
田
中
町
）

　

自
治
会
長
と
し

て
地
区
社
協
理
事

に
就
き
、
町
内
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
運

営
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と

共
に
多
岐
に
亘
る
地
域
福
祉
に
貢
献

し
て
い
る
。

足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

[

地
域
福
祉
功
労]

　
　
　
　

上
岡
恵
子
さ
ん
（
堀
込
町
）

　

主
任
児
童
委
員

と
し
て
地
区
社
協

理
事
に
就
き
、
子

育
て
サ
ロ
ン
、
福

祉
教
育
支
援
等
で
活
躍
、
現
在
も
子

育
て
サ
ロ
ン
委
員
長
と
し
て
活
動
中
。

　

他
の
福
祉
分
野
で
の
山
辺
地
区
か

ら
の
表
彰
者
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成

功
労
者
と
し
て
今
泉
倆
一
氏
（
西
新

井
町
）
が
、
老
連
会
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
た
。

　

恒
例
の
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配

分
事
業
の
「
特
別
友
愛
訪
問
」
を
実

施
し
た
。
対
象
者
は
見
守
り
が
必
要

な
、
独
居
高
齢
者
・
老
々
介
護
者
・

昼
間
独
居
者
・
障
が
い
者
で
、
民
生

委
員
が
要
訪
問
と
判
断
さ
れ
た
方
。

地
区
内
22
町
で458

世
帯
。
愛
光
園

一
歩
の
ク
ッ
キ
ー
に
お
見
舞
い
手
紙

を
添
え
た
内
容
に
て
。

　

2
月
の
特
別
会
食
会
は
中
止
と
し

代
わ
り
に
自
主
財
源
を
用
い
て
第
2

回
特
別
友
愛
訪
問
を
行
う
予
定
。

熱演の上原チョーさん

福
祉
大
会  

功
労
者
表
彰
を
主
体
に
遂
行

福
祉
大
会  

功
労
者
表
彰
を
主
体
に
遂
行

福
祉
大
会  

功
労
者
表
彰
を
主
体
に
遂
行

第27回

今
年
も
地
域
福
祉
功
労
賞
を
５
名
受
賞

今
年
も
地
域
福
祉
功
労
賞
を
５
名
受
賞

特
別
友
愛
訪
問  

実
施

特
別
友
愛
訪
問  

実
施

特
別
友
愛
訪
問  

実
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堀
込
、
朝
倉
方
面
へ
と
描
か
れ
て
い

る
。

　

諸
資
料
に
よ
れ
ば
、
只
上
か
ら
山

辺
を
貫
流
し
て
い
た
渡
良
瀬
川
が

1560

年
代
の
二
度
に
亘
る
文
禄
の
大

洪
水
で
浅
間
山
の
北
を
抜
き
、
田
中

村
を
千
切
り
、
岩
井
山
の
南
部
を
抉

り
、
猿
田
町
を
南
北
に
分
断
し
て
、

現
在
の
流
路
に
近
づ
い
た
と
い
う
大

変
異
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
天
正
古
地
図
」
は
そ
の
凡
そ
20
年

後
で
あ
る
が
、
渡
良
瀬
南
流
は
山
辺

の
真
ん
中
を
流
れ
て
い
た
時
代
が
そ

の
後
も
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

第
2
の
古
地
図
、
少
し
時
代
の
下

る
「
神
宮
寺
境
内
図
」
は
南
流
が
同

様
に
描
か
れ
て
お
り
、
第
3
の1751

年
銘
記
の
「
八
幡
村
社
論
所
図
」
で

は
同
位
置
な
が
ら
用
水
掘
と
し
て
理

解
さ
れ
る
、
と
言
う
。（
次
号
へ
）

1580

年
代
の
作
と
推
定
さ
れ
る

が
、
代
官
と
し
て
足
利
を
治
め
た
長

尾
氏
の
末
期
に
当
た
る
時
代
。

　

そ
の
長
尾
氏
の
勢
力
拠
点
の
記
録

図
の
様
で
あ
る
。
誇
張
が
大
き
い
も

の
で
は
あ
る
が
、
山
名
、
地
名
等
か

ら
そ
の
時
代
の
地
形
と
町
の
配
置
が

類
推
さ
れ
る
。
構
図
が
南
部
山
辺
か

ら
北
方
を
俯
瞰
し
た
も
の
な
の
で
、

手
前
の
山
辺
周
辺
の
地
理
が
分
か
り

易
い
。
特
に
渡
良
瀬
川
は
浅
間
山
の

北
西
で
二
股
に
分
か
れ
、
北
流
は
現

在
に
近
い
位
置
に
、
南
流
は
八
幡
、

「
天
正
古
地
図
」

そ
の
八
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中
で
も
当
山
辺
サ
ロ
ン
は
得
意
の

企
画
力
を
発
揮
し
て
、
会
場
に
参
集

楽
し
い
出
し
物
と
な
り
、
フ
ェ
ア
盛

り
上
げ
に
貢
献
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山

　

諸
資
料
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只
上
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ら
山

辺
を
貫
流
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て
い
た
渡
良
瀬
川
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1560
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部分図。下部に浅間山と渡良瀬川
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